
桜美林大学 加齢・発達研究所 

平成 22 年度 研究活動一覧 

 

＜著書＞ 

1) 長田久雄，長田由紀子：7章 中年期における生活の質を高める支援．（岡堂哲雄監修，

廣瀬清人編）生活の質を高める教育と学習：よりよいヒューマン・ケア実践を目指し

て，看護・介護・保育の心理学シリーズ４，85-103，新曜社，東京，2011. 

2) 長田久雄，堀内ふき，大渕律子，諏訪さゆり：高齢者の理解とコミュニケーション．

老年看護学‐高齢者の健康と障害‐，42-45，メディカ出版，東京，2011． 

3) 塩谷有二，杉澤秀博，武田丈編：社会調査の基礎. ミネルヴァ書房，京都，2010． 

4) 生活・福祉環境づくり 21・日本応用老年学会編（編集委員長：柴田博，編集委員：渡

辺修一郎，他）：高齢社会の「生・活」事典．社会保険出版社，東京，2011． 

5) 直井道子・中野いく子：Ⅰ高齢社会の進展・Ⅱ高齢者と家族．よくわかる高齢者福祉，

2-15・16-29，ミネルヴァ書房，京都，2010． 

6) 直井道子：総論 戦後日本の社会変化と福祉の変化（直井道子・平岡公一編）講座社会

学 11福祉，1-35，東京大学出版会，東京，2010． 

7) 直井道子：家族-親族関係（大内尉義・ 秋山弘子編著）新老年学 第 3版，1675-1683，

東京大学出版会，東京，2010． 

8) 柴田博：メタボ基準にだまされるな. 医学同人社, 長野，2011． 

9) 仙波由加里：第 2章各論―１．生殖補助医療・２．人工妊娠中絶．（箕岡真子編著）医

療経営士テキスト 生命倫理／医療倫理 医療人としての基礎知識 初級，52-60，日

本医療企画，東京，2010． 

10) 仙波由加里：家族をつくる 提供精子を使った人工授精で子どもを持った人たち．（ケ

ン・ダニエルズ：Building a family with the assistance of donor insemination．

Christchurch，Dunmore Press，2004．）人間と歴史社，東京，2010. 

11) 久喜 美知子：公衆栄養プログラム．（梶本雅俊・他 編）コンパクト公衆栄養学，32-41，

朝倉書店，東京，2010. 



＜論文＞ 

1) 芳賀 博：介護予防の現状と課題．老年社会科学，32(1)：64-69，2010． 

2) 堀内裕子，柴田博，渡辺修一郎，芳賀博：企業における高齢者関連の社会貢献活動－

現状と今後の課題－．応用老年学，4(1)：82-90，2010． 

3) 高橋光子，荒木厚，渡辺修一郎，芳賀博，金原嘉之，田村嘉章，千葉優子，森 聖二

郎，井藤英喜，柴田博：高齢糖尿病患者の身近な社会参加は生活満足度と関連する．

日老医誌，47：140‐147，2010． 

4) 本田春彦，芳賀博：地域在宅高齢者における自主活動への参加状況と心理社会的健康

および生活機能との関連．日本公衆衛生学会誌，57（11）：968-976，2010． 

5) 上出直人，柴 喜嵩，高橋香代子，稲葉康子，芳賀 博：日本の地域在住高齢女性に

おける国際版転倒関連自己効力感尺度（the Falls Efficacy Scale-International）

の信頼性と妥当性．総合リハビリテーション，38（11）：1063－1069，2010． 

6) 花里陽子，芳賀 博：都市部における要介護独居高齢者の生活満足度に関する要因．

老年学雑誌，１：55-69，2011． 

7) 亀井智子，梶井文子，糸井和佳，小坂井留美，新野直明：地域在住高齢者を対象とし

た Home hazard modification programの効果．老年看護学，14(2)：42-49，2010． 

8) 新野直明：転倒の心理的影響―転倒恐怖感に関する疫学的検討―．老年社会科学，32：

144，2010． 

9) 亀井智子，梶井文子，山本由子，新野直明：都市部における世代間交流と看護支援 生

き活きネット No.7．聖路加看護大学老年看護学，2010． 

10) 八島妙子，新野直明：地域在住高齢者の抑うつと生活リズムの関連．日本未病システ

ム学会雑誌，15(2)：197-199，2010． 

11) 長田久雄，鈴木貴子，高田和子，西下彰俊：高齢者の社会的活動と関連要因－シルバ

ー人材センターおよび老人クラブの登録者を対象として－．日本公衆衛生雑誌，

57(4)：279-290，2010. 

12) 吉江妙実，兪今，長田久雄：高齢領域における音楽療法士の精神的自立性と他専門職

との連携の関連．応用老年学，4(1)：51-59，2010． 

13) 高橋亮，菊池和美，長田久雄：リハビリテーションの視点からみた看護学生と作業療

法学生による牽引療法中の入院児への遊びの援助の比較に関する一考察．リハビリナ

ース，4(1)：94-99，2011． 

14) 杉澤秀博，杉原陽子：特定高齢者における介護予防サービスへのアクセスの阻害要因．

厚生の指標，58（7）：6-12，2011． 

15) 小浦さい子，杉澤秀博：摂食・嚥下障害を伴う施設入居高齢者に対する介護職員の食

事介助体験の心理過程 特別養護老人ホームの場合．老年学雑誌，1：15-27，2011． 

16) 徳田直子，杉澤秀博：女性定年退職者の退職後の楽しみ・生きがい 現役時代の経験と

の関連について．老年学雑誌 1：39-54，2011． 



17) 小林由美子，杉澤秀博：介護付有料老人ホームへの早めの住み替え後の子どもからの

情緒的支援 居住者の視点による質的検討．社会福祉学，51(2)：70-82，2010． 

18) 北島洋美，杉澤秀博：認知症末期にある特別養護老人ホーム入居者に対する介護スタ

ッフのケアプロセス．社会福祉学，51(1)：39-52，2010． 

19) 田代和子，杉澤秀博：高齢者と家族介護者からみたデイサービス利用・非利用に関連

する要因-パネル調査の分析を通して．老年社会科学，32(1)：3-13，2010． 

20) 渡辺修一郎，熊谷修，柴田博：地域高齢者の栄養改善の介入研究．日本老年医学会雑

誌，47(5)：422-425，2010． 

21) 齋藤崇志，平野康之，金子弥生，大森祐三子，大森豊，渡辺修一郎：要介護高齢者を

対象とした浴槽移乗動作を模した側方またぎ動作能力測定における検者内信頼性，検

者間信頼性の検討．理学療法科学，25(6)：983-986，2010． 

22) 渡辺修一郎：高齢者の生活機能と食．Geriatric Medicine，48(7)：889-894，2010． 

23) Ken Kimura, Shuichi Obuchi, Takeshi Arai, Hiroshi Nagasawa, Yoshitaka Shiba, 

Shuichiro Watanabe and Motonaga Kojima: The Influence of Short-term Strength 

Training on Health-related Quality of Life and Executive Cognitive Function. 

Journal of Physiological Anthropology, 29(3): 95-101, 2010. 

24) 小川晃子，直井道子・他：「ＩＣＴを活用した高齢者生活支援型コミュニティつくり」

プロジェクト実践報告．岩手県立大学社会福祉学部紀要，13：65-69，2010． 

25) 新井健司，柴喜崇，安藤誠，柴田博：継続的な訪問リハビリテーションが主介護者の

抑うつに与える影響 ストレスプロセスモデルの観点から．応用老年学，4：68-72，2010． 

26) 柴田博：高齢者の食を考える；序文．Geriatric Medicine，48：883-884,2010． 

27) 柴田博：高齢者の食を考える；高齢者の食生活を考える視座．Geriatric Medicine，

48：885-888，2010. 

28) 柴田博：高齢者の食を考える；国民栄養調査からみた高齢者の食生活 年代別のトレ

ンドを踏まえて．Geriatric Medicine，48：901-903,2010． 

29) 柴田博, 葛谷雅文, 足立経一, 鳥羽研二：高齢者の食を考える；高齢者の生活機能に

対応した食のあり方．Geriatric Medicine，48：951-962,2010． 

30) 柴田博：21世紀における応用老年学の必要性．公衆衛生，74: 820-821. 2010． 

31) 柴田博：マルチからインターへ．応用老年学，4：3-12, 2010． 

32) 柴田博：老い考⑦老年学とは. ふれあいケア 11月号. 60-61. 2010． 

33) 柴田博：老い考⑧年をとって得るもの，失うもの. ふれあいケア 12月号，60-61，2010． 

34) 柴田博：老い考⑨センチナリアンに学ぶ生活の質. ふれあいケア 1月号. 60-61. 2010． 

35) 柴田博：老い考⑩高齢者の社会貢献. ふれあいケア 2月号. 60-61. 2010． 

36) 柴田博：老い考⑪高齢社会における自立と共同. ふれあいケア 3月号. 60-61. 2010． 

37) 柴田博：巻頭言 学際的老年学教育の必要性. Ａｇｉｎｇ＆Health. 7:5,2010． 

38) Emiko Saito, Seiji Yasumura, Chikako Kaneko, Shouzoh Ueki： Comparison of 



characteristics and care-needs certification proportion between participants and 

non-participants in a geriatric health examination over a 3-year follow-up. 

Archives of Gerontology and Geriatrics, 2010. 

39) T. Nomura, K. Nagano, J. Takato, S. Ueki, Y. Matsuzaki, S. Yasumura: The 

development of a tai chi exercise regimen for the prevention of conditions 

requiring long-term care in Japan. Archives of Gerontology and Geriatrics, 2010. 

40) 石毛里美，柴喜崇，上出直人，大塚美保，隅田祥子: 地域在住虚弱高齢者の身体活動

セルフ・エフィカシー向上のための取り組み. 理学療法学 37(6) 417-423,2010． 

41) 武藤剛，佐久田博司，小宮山摂，柴喜崇，福田 倫也: Body Imageの改善を目的とした

Biofeedback技術の提案. バイオフィードバック研究，37(1), pp53-62,2010． 

42) 柴喜崇，大森圭貢: パーキンソン病の動作障害に対する理学療法アプローチ. 理学療

法 27(1)，93-97,2010． 

43) Yukari Semba et. al, Surrogacy: Donor Conception Regulation in Japan．Bioethics, 

24(7)：348-357，2010． 

44) 鶴若麻理，仙波由加里：特別養護老人ホームの看取り介護についての入居時の意向確

認に関する研究．生命倫理，21：158-164，2010． 

45) 仙波由加里：代理懐胎禁止をめぐる議論に関する一考．Bioethics Study Network，

9(1)：2-17，2010． 

46) 朝田 圭，茂木俊彦：神経難病者の病の受け入れの促進要因に関する研究-脊髄小脳変

性症を中心として．ヒューマン・ケア研究，11(2)：86-97，2010． 

47) 上野佳代：要介護者とその家族におけるデイサービス利用に対する躊躇する要因．医

学と生物学，154(9)：396-401,2010． 

48) 北島洋美：認知症末期にある特別養護老人ホーム入居者に対する介護スタッフのケア

プロセス．社会福祉学，51（1），2010． 

49) 佐藤可奈，赤羽克子，新野 直明：デイサービス利用高齢者における口腔関連 QOLとそ

の関連要因．聖徳大学人文学部研究紀要，21：7-13, 2010． 

50) 東方和子：園芸療法 植物との穏やかな関係が与えるもの．恵泉女学園大学園芸文化

研究所報告：園芸文化，7：1-11, 2010． 

51) 徳田直子，杉澤秀博：女性定年退職者の退職後の楽しみ・生きがい:現役時代の経験と

の関連について．老年学雑誌，1：39-54, 2011． 

52) 花里陽子，芳賀 博：都市部における要介護独居高齢者の生活満足度に関連する要因．

老年学雑誌，1：55-69，2011． 

53) 早川三津子，杉澤秀博：任意後見制度利用に至るプロセスの検討；専門家後見人と契

約している利用者に対する質的調査．日本認知症ケア学会誌，9(3)：531-542，2010. 

54) 堀内裕子，柴田 博，渡辺 修一郎・他：企業における高齢者関連の社会貢献活動-現

状と今後の課題．応用老年学，4(1)：82-90，2010． 



＜学会発表＞ 

1) 芳賀博：高齢者の運動と生きがい．第 52 回日本老年社会科学会，愛知県大府市，

2010.06.[教育講演] 

2) 入江由香子，植木章三，吉田裕人，本田春彦，河西敏幸，高戸仁郎，犬塚剛，岡田徹，

江端真伍，芳賀博：地域高齢者の機能的移動能力と地区活動への参加状況との関連．

第 57回日本公衆衛生学会，東京，2010．10． 

3) 藺牟田洋美，橋本美芽，芳賀博，山崎幸子，安村誠司，繁田雅弘：閉じこもりに関す

る郵送調査における訪問調査応諾者と拒否者の特性比較．第 57 回日本公衆衛生学会，

東京，2010．10． 

4) 荒山直子，植木章三，本田春彦，島貫秀樹，岡田徹，江端真伍，高戸仁郎，犬塚剛，

河西敏幸，芳賀博：介護予防事業における継続的な活動支援がボランティア自身に及

ぼす影響．第 57 回日本公衆衛生学会，東京，2010．10． 

5) 植木章三，本田春彦，岡田徹，江端真伍，河西敏幸，高戸仁郎，犬塚剛，荒山直子，

安村誠司，芳賀博：地域高齢者における長座位立ち上がり時間の男女別・年齢階級別

評価表の提案．第 57回日本公衆衛生学会，東京，2010．10． 

6) 本田春彦，植木章三，岡田徹，江端真伍，荒山直子，河西敏幸，高戸仁郎，犬塚剛，

芳賀博：地域高齢在住者における抑うつ傾向の発生と栄養状態との関係．第 57回日本

公衆衛生学会，東京，2010．10． 

7) 石原美由紀，植木章三，島貫秀樹，芳賀博：介護予防特定高齢者施策における異なる

運動プログラムによる効果の差異．第 57回日本公衆衛生学会，東京，2010．10． 

8) 犬塚剛，植木章三，河西敏幸，高戸仁郎，本田春彦，荒山直子，芳賀博：地域在住高

齢者における BMI と生活機能および身体機能との関連．第 57回日本公衆衛生学会，東

京，2010．10． 

9) 兪今，新野直明，兪峰，島田今日子，芳賀博：高齢者におけるうつ予防プログラムの

介入方法の確立とその効果．第 57回日本公衆衛生学会，東京，2010，10． 

10) 花里陽子，芳賀博：都市部における要介護独居高齢者の生活満足度に関連する要因．

第 23回日本保健福祉学会，東京，2010．10． 

11) 安齋紗保理，柴善嵩，芳賀博：運動機能の低下に関連する痛みの要素．第 23回日本保

健福祉学会，東京，2010．10． 

12) 堀籠はるえ，佐藤美由紀，齊藤恭平，芳賀博，岡本麗子，若山好美，鈴木祐子：郊外

地域における住民のグループワークによる高齢者の役割の見直し（第１報）－地域住

民が高齢者に期待している役割－．第 23回日本保健福祉学会，東京，2010．10． 

13) 佐藤美由紀，齊藤恭平，芳賀博，鈴木祐子，若山好美，堀籠はるえ，岡本麗子：郊外

地域における住民のグループワークによる高齢者の役割の見直し（第２報）－役割の

見直しと実践に向けた具体策の検討－．第 23 回日本保健福祉学会，東京，2010．10． 

14) 安順姫，芳賀博：高齢者の介護予防ボランティア活動への参加頻度に関連する要因．



第 23回日本保健福祉学会，東京，2010．10． 

15) 入江由香子，植木章三，吉田裕人，本田春彦，芳賀博：地域高齢者の自立土と医療費

との関連；特定高齢者候補者「基本チェックリスト」を基準にして．第 5 回日本応用

老年学会，仙台，2010．11． 

16) 安斎紗保理，柴善嵩，上出直人，新野直明，芳賀博：在宅高齢者の介護予防活動への

参加の実態および参加者の特徴．第 5回日本応用老年学会，仙台，2010．11． 

17) 柴喜崇，上出直人，稲葉康子，安斎紗保里，芳賀博：地域在住高齢者における精神的

健康状態と体力要素，痛みによる活動制限及び生活機能との関連．第 45回日本理学療

法学会（学会特別号 37，P 504），岐阜，2010．05． 

18) 安齋紗保理，柴喜崇，植田拓也，芳賀博：運動習慣のある地域在住高齢者における疼

痛の身体的側面・心理的側面への影響．第 45回日本理学療法学会（学会特別号37，P504），

岐阜，2010．5． 

19) 稲葉康子，柴喜崇，上出直人，芳賀博：中山間地域在住女性高齢者の膝痛による活動

制限に関連する因子．第 45回日本理学療法学会（学会特別号 37，P504），岐阜，2010．

05． 

20) Jin Yu, Naoakira Niino, feng Yu, Kyoko Shimada, Ayako Morita, Hiroshi Haga：

Effectiveness of Positive Psychology Approach to Reduce Symptoms of Depression 
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